
（昭和32年6月5日第三種郵便物諺可）

昭和45年

11月号

（目曜日）照和45年11月15目ちまカ、おと報市第169号一1＿
ロー・一

23，941

26，028

49，969

10，452

一人

　男

　女

　計

世帯数

毎月15日発行　発行所十日町市役所（昭和32年6月5日第3種郵便物認可）定価一部5円

約
三
千
外
わ
を
早
期
開
発

苗
場
山
麓
地
域
の
広
大
な
未
利
用

地
の
農
業
開
発
を
図
ろ
う
と
、
昭
和

四
十
三
年
か
ら
同
地
域
（
十
日
町
、

津
南
町
、
中
里
村
、
川
西
町
）
で
、
国

営
大
規
模
総
合
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の

実
地
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
農
業
開
発
計
画
の
構
想
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
の
農
業
開
発
を
は

　
か
る
た
め
に

　
農
家
と
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
益

益
復
雑
と
な
り
、
む
す
か
し
さ
を
深

め
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
農
業
を

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
北
陸
農
政

局
で
は
、
皆
さ
ん
や
地
元
市
町
村
長

の
申
し
で
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
三

年
度
か
ら
国
営
大
規
模
総
合
開
拓
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
台
地
か
ら
山
麓
に

か
け
て
未
利
用
と
な
っ
て
い
る
広
大

な
薪
炭
雑
木
林
（
ボ
イ
山
）
を
展
地

造
成
し
、
畜
産
、
養
蚕
、
そ
さ
い
等

の
経
営
規
模
の
拡
大
を
は
か
り
、
あ

わ
せ
て
既
耕
地
の
圃
場
整
備
な
ど
に

よ
り
近
代
化
を
す
N
め
、
地
域
農
業

の
開
発
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

地
域
農
業
の
近
代
化
へ

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
の
資

源
を
つ
か
む
た
め
、
土
地
の
傾
斜
区

分
図
、
土
壌
図
、
用
地
関
係
図
の
作

成
、
気
象
調
査
、
水
利
現
況
調
査
及

び
開
発
方
向
、
士
地
利
用
、
営
農
、

工
事
計
画
な
ど
の
検
討
が
行
な
わ
れ

と
く
に
傾
斜
区
分
図
は
、
新
し
い
技

術
で
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り

行
な
い
ま
し
た
。
な
お
、
昨
鉦
ま
で

に
使
わ
れ
た
国
の
調
査
費
は
、
約
四

千
万
円
に
の
ぽ
り
、
本
年
は
二
千
万

円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
発
構
想
の
概
要

　
こ
の
地
域
は
山
林
原
野
が
広
く
、

そ
の
う
ち
農
用
地
と
し
て
開
発
可
能

な
面
積
は
一
万
六
千
診
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、
早
期
着
工
を
図
る
た
め
、
約

三
千
診
の
団
地
に
つ
い
て
開
発
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
開
発
可
能
な
広
大
な
土
地
が
あ
り

な
が
ら
、
今
日
ま
で
開
発
さ
れ
な
か

っ
た
原
因
と
し
て
は
、

一
、
冬
期
の
積
雪
が
多
い

二
、
台
地
と
河
川
と
の
標
高
差
が
大

　
き
く
、
大
規
模
な
水
利
開
発
が
む

　
す
か
し
か
っ
た
。

三
、
耕
作
面
積
が
小
さ
い

四
、
交
通
網
が
発
達
し
て
い
な
い

　
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
科
学

技
術
の
発
達
し
た
現
在
、
地
元
農
家

の
開
発
意
欲
と
、
国
、
県
、
市
町
村
等

の
き
め
こ
ま
か
い
指
導
に
よ
り
、
大

規
模
な
開
発
は
む
す
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
事
業
は
、
開
拍
に
よ
る
農

用
地
造
成
二
千
七
百
診
と
土
地
改
良

事
業
二
千
八
百
診
を
あ
わ
せ
た
総
合

開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
あ
り
、
経

営
規
模
を
拡
大
し
、
畜
産
、
養
蚕
を
主

体
と
し
、
そ
さ
い
、
工
芸
作
物
等
を

加
え
た
複
合
経
営
に
ょ
っ
て
、
地
域

農
業
の
近
代
化
と
所
得
水
準
の
同
上

を
は
か
る
も
の
で
す
。

　
土
地
利
用
計
画

一
、
開
拓

▽
傾
斜
八
度
未
満
の
団
地

　
普
通
畑
（
夏
秋
ト
マ
ト
、
加
工
ト

　
マ
ト
、
夏
大
根
、
た
ば
こ
）
一
部

樹
園
地
（
く
わ
）

▽
傾
斜
八
～
十
二
度
未
満
の
団
地

　
普
通
畑
（
飼
料
作
物
、
た
ば
こ

等
）
樹
園
地
（
く
わ
）

▽
傾
斜
十
二
，
二
十
度
未
満
の
団
地

牧
草
、
畑

▽
牧
草
畑
以
外
は
畑
地
か
ん
が
い
を

　
行
な
い
、
傾
斜
二
十
度
以
上
は
、

　
土
地
保
全
の
た
め
除
外
し
て
あ
り

ま
す
。

二
、
土
地
改
良

▽
既
成
田
の
整
備
、
大
区
画
圃
場
造

　
成
可
能
な
団
地
に
つ
い
て
区
画
整

　
理
及
び
農
道
整
備
な
ど
を
行
な
い

　
ま
す
。
ま
た
、
用
水
の
不
足
し
て

　
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
用
水
補

給
を
考
え
ま
す
。

▽
既
成
畑
の
整
備
、
畑
の
団
地
に
つ

　
い
て
は
、
区
画
整
理
、
農
道
整
備

　
を
行
な
い
水
利
用
を
考
え
た
必
要

　
な
か
ん
か
い
施
設
を
整
え
ま
す
。

　
営
農
計
画

　
他
産
業
に
比
較
し
て
劣
ら
な
い
所

得
を
得
る
た
め
、
高
い
生
産
を
あ
げ

る
畑
作
の
基
盤
を
整
い
、
耕
作
面
積

を
広
げ
、
高
冷
そ
さ
い
、
契
約
作
物

（
加
工
ト
マ
ト
、
た
ば
こ
等
）
の
導

入
と
畜
産
、
養
蚕
、
工
芸
作
の
拡
大

を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
営
農
技
術
に
つ
い
て
は
最
も
新
し

い
技
術
を
取
り
入
れ
、
営
農
に
必
要

な
機
械
わ
よ
び
農
業
用
施
設
は
つ
と

め
て
共
同
利
用
と
す
る
考
え
で
す
。

　
経
営
の
仕
組
み
は
、
で
き
る
限
り

協
業
と
し
ま
す
。

　
関
係
部
落
で
説
明
会

　
市
は
、
苗
場
山
麓
地
域
農
業
開
発

構
想
に
つ
い
て
去
る
八
月
二
十
九
日

九
月
四
日
、
九
月
十
日
の
三
日
間
、

水
沢
平
場
地
域
、
水
沢
山
地
地
域
、

川
治
六
箇
地
域
の
関
係
部
落
で
説
明

会
を
開
催
、
そ
の
席
上
つ
ぎ
の
よ
う

享争見る布勢

　
　
ノ
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●十日町市の位置

市制施行
年　月　日 総面積 市役所所在地

29．3．31 211，44k㎡
十日町市千歳町

　3丁目3番地

位　　置 広ぼう（km〉 海抜（m）
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駕

留堕
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亀

闘

な
意
見
、
要
望
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
旨
の
み
）

9
国
が
用
地
の
買
上
げ
を
行
な
わ
な

　
い
場
合
、
権
利
の
調
整
が
む
す
か

　
し
い
。

口
農
政
の
変
動
が
激
し
く
長
期
的
展

　
望
が
た
た
な
い
の
で
開
拓
を
行
な

　
う
こ
と
に
不
安
で
あ
る
。

日
農
業
開
発
と
併
せ
て
観
光
開
発
を

　
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

四
水
開
発
も
あ
わ
せ
て
行
な
わ
な
け

　
れ
ば
開
発
は
困
難
で
あ
る
。

㈲
構
想
は
立
派
で
あ
る
が
P
R
不
足

の
感
が
あ
る
。

因
ぜ
ひ
こ
の
計
画
を
実
現
し
て
い
た

　
だ
き
た
い
。

㈲
雪
に
対
す
る
間
題
が
不
安
で
あ

　
る
。

25

日
に
県
政
懇
談
会

市
、
中
魚
住
民
代
表
の
意
見
を
聞
く

　県で

は
、
「
県
勢
発
展
の
た
め
の

長
期
構
想
」
を
広
く
県
民
に
理
解
さ

せ
る
と
同
時
に
同
構
想
に
基
づ
く
望

ま
し
い
地
域
社
会
を
開
発
す
る
た

め
、
地
域
住
民
の
意
見
、
要
望
を
聞

き
県
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
十
日

町
広
域
生
活
圏
で
県
政
懇
談
会
を
開

き
ま
す
。

灘編

騰難

パイロツト事業実施地域構想図

膨
§
賎
　
蓬
と
馨
　
．
藁
磁

期
日
は
、
来
る
十
一
月
二
十
五
日

（
水
）
午
後
一
時
、
十
日
町
市
役
所

で
開
催
。

　
当
日
は
、
県
側
か
ら
知
事
を
は
じ

め
、
関
係
部
課
長
ら
が
来
市
、
地
域

住
民
と
「
県
政
発
展
の
た
め
の
長
期

構
想
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
行
な
い
ま
す
。
地
元
側
は
、
†
日

町
市
、
津
南
町
、
川
西
町
、
中
里
村

の
一
市
二
町
一
村
住
民
代
表
三
十
二

人
、
議
会
関
係
八
人
、
市
町
村
長
な

ど
八
人
、
計
四
十
八
人
が
出
席
し
ま

す
。　

十
日
町
市
関
係
の
発
言

　
予
定
者

◎
代
表
発
言
者

　
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合

　
　
　
組
合
長
　
　
樋
口
　
清

　
十
日
町
市
商
工
会
議
所

　
　
　
会
．
頭
　
　
曹
村
新
蔵

　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合

　
　
理
事
長
　
　
滝
沢
文
一

◎
補
足
発
言
者

　
十
日
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

　
　
会
長
　
　
　
山
内
軍
平

　
十
日
町
市
青
年
団
連
絡
協
議
会

　
　
　
会
長
代
理
　
　
金
沢
忠
司

　
十
日
町
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
会
長
　
　
　
西
郷
美
遊
喜

　
十
日
町
市
青
年
会
議
所

　
　
　
理
事
長
　
　
諸
里
正
典

　
十
日
町
繊
維
労
働
組
合

あ
な
た
の
声
を
県
政
へ

県
政
ポ
ス
ト
を
設
置

　
県
は
、
県
民
の
要
望
、
苦
情
な
ど

を
受
け
つ
け
る
た
め
、
新
し
く
「
県

民
生
活
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
県
民
生
活
課
は
、
県
政
に
つ
い
て

の
建
設
的
な
意
見
、
要
望
な
ど
、
県

民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

こ
の
ほ
ど
「
知
事
へ
の
た
よ
り
」
と

し
て
県
政
ポ
ス
ト
を
県
内
全
市
町
村

に
設
置
し
ま
し
た
。

当
市
は
、

市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
と
公

民
舘
本
舘
の

ニ
ヵ
所
に
置

い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ

い
。

　
剰
用
さ
れ

る
と
き
は
、
こ
の
ポ
ス
ト
か
り
ハ
ガ

キ
を
取
り
出
し
、
意
見
要
望
な
ど
を

所
定
欄
に
記
載
し
、
切
り
取
り
線
か

ら
切
り
離
し
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
か

ん
く
た
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
ハ
ガ
キ
は
料
金
受
取

人
払
い
で
す
か
ら
、
切
手
を
は
ら
す

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
合
長

越
村
大
吉

　
村
山
市
長
と
鈴
木

　
智
氏
に
勲
四
等

　
恒
例
の
「
秋
の
叙
勲
」
で
、
十
日

町
市
か
ら
村
山
市
畏
と
鈴
木
元
十
日

町
病
院
長
が
栄
え
あ
る
勲
四
等
瑞
宝

章
を
授
与
さ
れ
、
去
る
九
日
、
県
庁

で
伝
達
式
に
続
い
て
十
二
日
、
塁
居

で
天
皇
の
賜
謁
を
受
け
ま
し
た
。

　
村
山
市
長
は
、
三
十
六
年
間
地
方

自
治
発
展
に
寄
与
。
特
に
道
路
整
備

に
力
を
入
れ
、
去
る
七
月
、
建
設
大

臣
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
四
十
六
年
間
、
産
婦

人
科
医
と
し
て
地
域
住
民
の
医
療
に

つ
と
め
、
医
療
の
向
上
に
寄
与
し
ま

し
た
。

後
藤
さ
ん
が

厚
生
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
ノ

町
三
丁
目
後
藤
唯
七
さ
㎜

ん
（
七
九
）
は
、
去
る
十
二
日
、
援
護
事
㎜

業
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
か
ら
表
㎜

彰
さ
れ
ま
し
た
。灘

　
村
山
さ
ん
が

　
　
　
　
　
知
事
表
彰

　
市
内
下
条
、
村
山
米
平
さ
ん
（
七
一
）
㎜

は
、
去
る
三
日
「
社
会
福
祉
」
部
門
…

で
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
　
㎜

　
予
報
の
概
要

　
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
は
温
暖
な
晴
天
が
多
め
で
す
が
、
十
二

月
半
ぱ
過
ぎ
か
ら
雪
が
降
り
や
す
く
な
り
、
一
月
は
寒
さ
の
厳
し
い

日
が
多
く
、
大
雪
の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
十
“
月
の
予
報

　
中
旬
と
月
末
ご
ろ
、
大
陸
の
高
気
圧
が
発
達
し
て
天
気
は
く
す
れ

や
す
く
、
月
末
ご
ろ
平
野
部
で
も
初
雪
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
の
期
間
は
移
動
性
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
て
、
天
気
は
周

期
的
に
変
わ
り
、
温
暖
な
晴
天
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
．

　
平
均
気
温
は
平
年
並
み
か
や
＼
多
く
、
ま
た
、
日
照
は
や
N
多
い

み
こ
み
で
す
。

　
十
二
月
の
予
報

　
前
半
は
移
動
性
高
気
圧
配
置
が
時
々
強
ま
り
、
雪
が
降
り
や
す
く

な
る
で
し
ょ
う
。

　
気
温
は
変
動
が
大
き
い
で
す
が
、
平
均
で
は
平
年
並
み
で
降
水
量

は
平
年
並
み
か
や
N
多
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
照
は
平
年
並
み
の
み
こ
み
で
す
。

　
　
一
月
の
予
報

　
大
陸
の
高
気
圧
が
周
期
的
に
発
達
し
て
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま

り
、
雪
の
降
る
日
が
多
く
、
大
雪
の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
平
均
気
温
は
平
年
並
み
か
や
＼
低
い
み
こ
み
で
寒
さ
の
厳
し
い
期

間
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
降
水
量
は
平
年
並
み
か
や
、
多
く
、
積
雪
も
多
め
と
な
る
み
こ
み

で
す
。
ま
た
、
日
照
は
や
N
少
な
い
で
し
ょ
う
。

今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう

●4

）
9’ザ心㌧

シ

、

●9

（明日はわが身に〕

蟹寅
粉（悲しみの交通事故）

市内交通事故発生状況

一3剛鍵離
　　　　　　l　　i
死　者　6i　4i5
　　　　　　5

負傷者216　39111
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敏」，’〃’冨ノ」吻，

ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
の
配
置
を

山
間
地
の
雪
害
対
策
を
き
く

市
で
は
、
雪
害
対
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る
今
冬
の
雪
害
予
防
計
画
に
と
り
入
れ
て
い
く
た

め
、
都
市
開
発
課
を
甲
心
に
山
間
地
域
住
民
の
代
表
か
ら
、
雪
害
に
つ
い
て
の
意
見
、
要
望
な
ど
を
き
き

ま
し
た
。

　
今
冬
の
雪
害
対
策
の
要
望
は
、
除

雪
関
係
で
は
、
国
、
県
道
九
件
、
市
導

四
件
、
圧
雪
関
係
は
、
国
、
県
、
市

道
十
一
件
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
ロ
お
ぬ
お
　
ロ
お

ー
『
公
害
の
苦
情
申
し

丘
て
』
に
は
ど
う
い
う
手

続
、
が
必
要
で
†
か
ー

【
答
】
騒
音
董
冊
の
申
し
立
て
例

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
金
属
加
工
機
の
鍛
造
機
や
研
磨

機
、
圧
縮
機
及
ぴ
送
風
機
、
木
材

加
工
機
、
帯
の
こ
盤
、
丸
の
こ
盤

か
ん
な
盤
、
印
刷
機
械
、
重
油
バ

ケ’，ノ4ダ”ノノ〃4■

　
こ
の
中
で
特
に
目
立
っ
た
も
の
と

し
て
、
①
小
型
雪
上
車
の
配
置
要
望

が
十
二
台
（
こ
れ
ま
で
の
市
費
助
成

機
械
二
十
二
台
）
②
な
だ
れ
防
止
施

設
の
促
進
一
六
ヵ
所
③
の
奥
地
部
落

公
道
雪
ふ
み
過
重
労
働
の
軽
減
又
は

補
助
増
額
七
地
区
④
急
患
搬
送
用
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
配
置
要
望
が
二
十
三
台

⑤
除
雪
機
械
押
し
込
み
砂
利
片
付
け

の
補
償
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
こ
の
会
で
市
側
か
ら
、
無
屠

拠
点
集
落
構
想
を
説
明
し
ま
し
た
が

そ
の
内
容
は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

各
地
に
無
雪
拠
点
集
落
を

本
爾
は
昨
年
度
、
建
設
省
の
無
雪
　
第
二
に
は
、
山
間
農
村
部
の
積
雪

鱒
働
鎧
■
8
齢
盤
騨
銘
劇
冒
認
駒
認
闘
鍵
帥
醐
齢
鵠
鱒
蕗
器
鱒
9
0
”
闘
器
器
聡
認
腿
駒
騨
器
鱒
認
鱒
鵠
器
膨
器
”
器
鍋
謎
閃
器
闘
闘
闘
認
闘
躍
口
認
認
麗
器
闘
器
器
鱒
鱒
”
鱒
認
器
駒
器
胆

　
ー
ナ
i
、
織
機
、
拡
声
機
な

　
ど
三
十
四
種
類
が
騒
昔
を
出

　
す
特
定
施
設
と
し
て
県
条
例

｝㎜馴㎜皿旧

規
則
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
申

し
立
て
は
住
所
氏
名
、
公
害
発
生

の
状
況
、
被
害
状
況
を
備
え
付
け

の
用
紙
で
直
接
、
窓
口
で
し
て
戴

き
ま
す
。
相
手
方
に
影
響
が
大
き

い
の
で
、
緊
急
の
場
合
の
ほ
か
は
、

無
貴
任
な
電
詰
申
し
立
て
は
受

付
け
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

申
し
皿
て
が
あ
り
ま
す
と
係
が
予

で
指
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

施
設
か
発
す
る
騒
音
の
た
め
、
健

康
を
害
し
た
、
夜
寝
れ
な
い
、
話

し
声
も
聞
え
す
困
る
等
の
状
態
で

は
、
当
然
舌
情
申
し
立
て
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
苦
情
を
訴
え
た
い
と
き
は
、
規

制
基
準
が
あ
り
ま
す
か
ら
あ
ら
か

じ
め
電
話
等
で
公
害
係
に
相
談
し

て
下
さ
い
。
係
で
公
害
の
判
断
、

　
●
●
o
・
●
．
盤
開
認
o
●
盈
”
●
・
”
舳
聾
繋
”
●
●
”
”
9
●
”
”
D
●
開
o
o
”
晒
巽
o
・
”
o
a
器
睾
●
●

備
調
査
し
て
確
か
め
、
受
理
を
決

定
し
ま
す
と
当
事
者
立
合
い
の
も

と
で
、
発
生
源
、
被
害
者
の
騒
膏

調
査
を
付
な
い
ま
す
。

　
騒
音
に
は
、
地
域
を
四
区
域
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
昼
間
、
タ
、
夜

間
、
朝
の
時
間
帯
別
に
音
量
を
規

制
す
る
基
準
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ぱ
第
一
種
区
域
（
住
宅
区
域
）
の

昼
間
は
五
〇
ホ
ン
、
夜
間
は
四
〇

モ
デ
ル
都
市
と
し
て
指
定
さ
れ
、
雪

に
か
つ
都
市
づ
く
り
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
本
年
度
も
継
続
さ
れ
る

予
定
で
す
．

　
こ
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
が
、
毎
年
繰
り
か
え
す
雪
害
対

策
の
課
題
の
第
一
は
、
自
動
車
の
通

行
可
能
な
道
路
交
通
の
確
保
で
す
。

　
近
年
、
幹
線
国
、
県
道
の
無
雪
化

が
進
み
、
今
冬
か
ら
六
日
町
ま
で
新

た
に
無
雪
道
路
が
完
成
し
、
よ
う
や

く
上
、
中
越
、
長
野
へ
の
連
絡
線
の

無
雪
化
訟
実
現
さ
臼
れ
る
見
込
寡
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ
ロ
ロ
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ゆ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
　
　
ロ
ゑ

ホ
ン
、
第
三
種
区
域
（
準
工
業
地
㎜
㎜

域
）
で
は
昼
間
六
五
ホ
ン
、
夜
間
・
・

五
〇
ホ
ン
と
差
が
あ
り
ま
す
。
規
㎜
㎜

制
基
準
は
、
工
場
等
の
敷
地
の
境
器

界
線
に
翁
け
る
大
き
さ
の
許
容
限
躍

度
で
す
か
ら
、
音
量
調
査
は
、
敷
牒

地
の
境
界
線
で
騒
膏
計
に
よ
り
測
糟

定
し
ま
す
。
許
容
限
度
を
超
え
て
㎜
皿

い
る
と
、
発
生
源
鹿
設
の
防
音
、
遮
淵

　
　
音
施
設
が
必
要
な
状
態
で
あ
㎜
…

　
　
る
旨
伝
え
、
改
善
の
指
導
を
胤

　
　
し
ま
す
。
ま
た
許
容
限
度
内
㎜
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

で
あ
れ
は
申
し
立
て
者
に
受
忍
し
㎜

て
い
た
だ
く
か
ど
う
し
て
も
耐
え
…
．

ら
れ
な
い
と
き
は
、
自
分
で
遮
音
㎜

施
設
を
設
け
る
ほ
か
な
い
旨
説
明
㎜

者
が
市
の
指
導
に
応
じ
な
い
と
き
淵

は
、
間
題
を
県
公
害
課
に
進
達
し
・

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
騒
音
苦
情
で
㎜

県
に
も
ち
込
ん
だ
問
題
は
、
一
件
…
…

も
出
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
（
続
）

　
　
　
　
　
1
都
市
開
発
課
－
膿

し
納
得
を
求
め
ま
す
。
な
お
当
事
州
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

期
の
生
活
の
高
度
化
を
図
る
。

　
具
体
的
に
は
各
地
域
ご
と
に
拠
点

集
落
を
設
定
し
、
そ
の
集
落
ま
で
、

冬
期
聞
自
動
車
交
通
の
確
保
が
前
提

と
な
り
ま
す
。

　
第
三
に
は
拠
点
集
落
と
分
散
集
落

間
の
冬
期
交
通
確
保
対
策
で
、
無
雪

化
が
困
難
な
地
域
の
冬
期
雪
上
交
通

確
保
の
た
め
、
大
型
雪
上
童
を
配
置

し
、
こ
れ
に
小
型
、
雪
上
車
を
組
み
合

わ
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
今
後
の
雪
害
対
策
の

考
え
方
を
「
無
雪
拠
点
集
落
構
想
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。

　例えぱ

下
組
地
区
は
漉
野
、
飛
渡

地
区
は
新
水
、
美
佐
島
地
区
は
大
池

（
下
の
県
道
ま
で
）
、
八
箇
拠
点
な
ψ

し
、
六
箇
地
区
は
ニ
ッ
屋
、
入
間
地
区

は
野
中
、
当
間
地
区
は
大
石
（
下
の

県
道
ま
で
）
貝
野
地
区
は
安
養
寺
、

吉
田
地
区
は
鉢
が
考
え
ら
れ
、
五
力

年
を
メ
ド
に
道
路
整
備
を
進
め
、
無

雪
化
を
図
り
拠
点
集
落
と
す
る
。

　
ま
た
こ
の
時
点
に
は
高
性
能
の
大

型
雪
上
車
を
水
沢
、
六
箇
地
区
、
中

条
、
下
条
地
区
に
各
一
台
配
置
す
る
。

　
こ
の
試
案
に
つ
い
て
各
地
区
で
説

明
し
た
ど
こ
ろ
、
出
席
代
表
（
九
一

人
）
の
意
見
は
そ
ろ
っ
て
賛
成
で
あ

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
防
雪
モ
デ
ル
都
市
構
想

と
の
関
連
の
な
か
で
、
拠
点
集
落
を

決
定
し
、
道
路
整
備
な
ど
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
市
民
会
舘
建
設
に

　
　
　
国
民
年
金
特
別
融
資

　
来
伍
，
完
成
予
定
の
市
民
会
舘
建
設

に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
国
民
年
金
融

資
が
決
定
。
今
年
の
融
資
額
は
、
二

千
万
円
で
、
来
年
度
も
引
続
き
一
億

円
の
融
資
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
融
資
制
度
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
納
め
た
保

険
料
を
国
が
国
民
と
関
係
の
深
い
施

設
な
ど
に
融
資
す
る
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
や
保
険
料
の
納

入
な
ど
に
つ
い
て
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〆コ告㌍
o

⊂）

彌

　　　山口さんらに優勝杯

誕　　　　　郡市錦鯉品評会

鎌　築まあ！きれい、会場から思わ
繋ずため、息眺描．これは去る

艶　28目市民プールで開かれた郡市

　錦鯉品評会のひとこま・

審査員が審査の結果山口昭士さ　スノーケルなどで演習

ん（黛町）酪部に優勝・他に　秋季消防演習を蹴
2人が県錦鯉公社寄贈の優勝カ
ップを受けました。　　　　　　　去る25日の秋晴れのなか、十

　　　　　　　　　　　　　　日町、川治地区秋季消防演習が

　　　　　　　　　　　　　　行なわれ、最新鋭のスノーケル

　　　　　　　　　　　　　　　（屈折ハシゴ車）による放水も

　　　　　　　　　　　　　　行なわれました。
　
　
鯉
．

　
　
錦

徽
た
”

置
っ

　
　
訟

鰯
釧難暴

右

　
　
景
．

　
　
風
、

　
　
査

　
　
審

　その結果、第4ブ・ック（緑）

東下組チームが優勝しました。

中条校区民体育　’．1竪1露…
　　　　　　大会を開催　　　　　　　　　　　醗馨

　中条校区民体育大会（会長樋

口熊蔵）は、去月25日中条小学　ました。その結果、中条上町チ

校グラウンドで熱戦を繰り広げ　一ムが優勝。
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幼児レースのひとこ密
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“
瞬
“
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頴

石
油
7
口
釜
の
出
火
が
最
高

〈
秋
の
火
災
予
防
〉

石油7口釜から出火
　
各
家
庭
で
は
、
暖
房
器
具
が
必
要

な
時
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
時
に
火
災
が
ぐ
ん
と
ふ
え
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
火
災
多
発
シ
ー
ズ
ン
に
ち
な

み
、
市
消
防
本
部
は
、
「
わ
が
家
の

防
火
総
点
検
」
を
重
点
目
標
に
去
る

七
日
ま
で
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
期
間
中
①
暖
房
器
具

の
正
し
い
使
い
方
の
徹
底
②
た
ば
こ

の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ぱ
こ
の
防
止

③
車
両
の
火
災
防
止
な
ど
の
火
災
予

防
、
防
火
思
想
の
徹
底
を
は
か
る
た

め
消
防
車
に
ょ
る
防
火
宣
伝
、
消
防

演
習
な
ど
を
行
な
い
、
さ
ら
に
消
防

団
員
が
各
家
庭
を
訪
間
、
火
の
元
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
署
の
調
べ
に
ょ
る
本
年
十
月
三

十
日
現
在
の
火
災
発
生
状
況
を
み
ま

す
と
、
総
件
数
二
十
二
件
、
う
ち
全

　
み
な
さ
ん
も
、
火
の
元
に
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
火
災
原
因

　原因は、

石
油
フ
ロ
釜
の
異
常
燃

姉e～バン食》競走

焼
一
、
半
焼
一
、
部
分
焼
八
、
山
林

そ
の
他
十
二
、
損
害
額
二
千
百
十
九

刀
六
千
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
昨
年
度
と
比
較
し
ま
す
と

総
件
数
は
十
七
件
ほ
ど
少
な
い
結
果

に
な
り
ま
す
が
、
損
害
額
は
逆
に
三

百
五
十
九
万
一
千
円
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

、、し‘’

『●〃
…石噛末のう包

ぢ
こ

醗髭滋
誘●●
乙　’

’石、↑‘》れ

o●

蕩
調ぺましょう。
ときどきガス漏れがないかを

焼
が
最
も
多
く
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

た
ぱ
こ
の
不
始
末
、
た
き
火
の
不
始

末
、
煙
突
、
こ
ど
も
の
火
遊
び
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
は
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
ー
プ
ロ
パ
ソ
ガ
ス
の
使
い
方
1

　今月は、

ガ
ス
安
全
使
用
強
調
月

間
で
す
。
ぜ
ひ
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
守

っ
て
く
だ
ざ
い
。

▽
容
器
は
必
ら
す
屋
外
に

▽
配
管
は
許
可
業
者
に
、
配
達
時
に

国

必
ら
す
漏
れ
検
査
を

▽
点
火
の
際
臭
い
に
よ
り
確
か
め
る

▽
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
ら
な
い
よ

　う

屋
外
へ
の
排
気
筒
、
換
気
口
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

目
噸

　
　
　
　
　
3
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．
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緊
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ミ
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　　青少年問題協議会

家
族
み
ん
な
で

話
し
合
お
う

川霞て■ミを拾てな¢、

　ようにしまし↓う

きれりな川諦民の論リです
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市
の
人
口
四
九
、
六
一
九
人

去
る
十
月
一
日
行
な
わ
れ
た
昭
和

四
十
五
年
国
勢
調
査
は
、
皆
さ
ん
の

多
大
な
ご
協
力
に
ょ
り
次
の
と
お
り

人
ロ
概
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
市
の
入
口
総
数

e6 6
：：

3
口

○…このほど、県でまとめた昭和45年度国勢調査結果による新潟県の人口は…O
O…2360，933人と前回調査の昭和40年度に比べ37，998人減となり・20而では…○
○…新潟、長岡、三条、高田、新発田、新津、十日町、見附、燕、五泉の十…○
○…市が増加。　十日町市は、10年ぶりに人口増加市町村の仲間入りをしま…O
O…した。本市の人口概数結果はつぎのとおりです。　　　　　　　　　　…○

45

年
国
勢
調
査
の
人
口
概
数

は
四
万
九
千
六
百
十
九
人
で
昭
和
四

十
年
国
勢
調
査
に
比
べ
、
四
十
三
人

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
当
市
が
三
十
五
年
以
来
十

年
ぶ
り
の
人
口
増
と
な
り
、
今
後
は

人
口
増
加
都
市
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
国
勢
調
査
の
特
徴
は

●昭瓢40年と45年の比較表

社
会
状
勢
の
変
化
に
ょ
る
平
野
部
中

心
街
人
口
が
減
少
し
、
そ
の
周
辺
部

が
増
加
す
る
ド
ウ
ナ
ツ
現
象
を
示
し

て
お
り
ま
す
。

　
一
方
世
帯
数
は
、
一
万
一
千
三
百

二
十
玉
と
昭
和
四
十
年
国
勢
調
査
結

果
に
比
べ
、
八
百
九
十
世
帯
が
増
加
。

膨
こ
れ
は
、
当
市
も
都
市
化
現
象
と

世帯数

総人口

男

女

●世帯と人口の増減

な
り
世
帯
の
核
家
族
化
を
示
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　
郡
市
の
人
口
に
つ
い
て
み
ま
す

と
、
昭
和
四
十
年
度
国
勢
調
査
結
果

に
対
し
津
南
町
千
七
百
十
二
人
の

減
、
中
里
村
七
百
八
十
三
人
の
減
、

川
西
町
千
二
百
二
十
二
人
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

世 帯　数 増減 人 口 増減
地区名 40年 45年 （△） 40年 45年 （△）

人 人 人 人 人 人

十日町地区

中条地区

3，428

1，931

3，574

2，283

146

352

15，287

9，579

14，599

10，527
△688
　948

下条地区 938 934 △　4 4，645 4，399 △246
吉田地区 934 907 △　27 4，566 4，163 △403
水沢地区 1，393 1，431 38 7，047 6，683 △364
六箇地区 251 227 △　24 1，293 1，102 △191
川治地区 1，560 1，969 409 7，159 8，146 987

計 10，435 11，325 890 49，576 49，619 43

火の用心習字入賞者を表彰

　　十日町市消防後援会で

＋
日
町
市
消
防

後
援
会
（
会
長
滝

沢
甲
子
郎
）
は
、

防
火
思
想
の
啓
も

う
と
認
識
を
深
め

る
た
め
、
児
童
生

徒
か
ら
火
の
用
心

習
字
を
募
集
、
こ

の
ほ
ど
入
賞
者
を

決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
提
出
点
数

二
百
六
十
三
点
の

う
ち
金
賞
五
点
、

銀
賞
＋
点
、
銅
賞

十
五
点
を
選
び
、

去
る
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
而
役

所
で
表
彰
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り

◇
金
賞

　
　
山
田
　
　
茂
（
下
条
小
四
年
）

　
　
岩
田
尚
子
（
中
条
小
玉
年
）

　
　
佐
藤
　
和
昭
（
中
条
小
六
年
）

　
　
松
沢
同
支
子
（
南
中
一
年
）

　
　
樋
口
敦
子
（
十
日
町
中
二
年
）

◇
銀
賞

　
山
口
利
夫
（
下
条
小
四
年
）
長
谷

川
明
美
（
下
条
小
四
年
）
佐
藤
久
子

（
下
条
小
五
年
）
村
山
智
子
（
下
条

　
　
　
【
表
彰
風
景
】

小
五
年
）
杷
沢
宏
子
（
川
治
小
六

年
）
丸
山
祐
子
（
下
条
小
六
年
〉
星

野
恵
（
＋
日
剛
中
一
年
）
岡
田
健
資

（
中
条
中
一
年
）
桶
沢
澄
子
（
南
中

二
年
）
丸
山
悦
夫
（
吉
田
中
二
年
）

◇
銅
賞

　
矢
島
里
絵
（
川
治
小
四
年
）
笠
原

実
（
，
新
座
小
四
年
）
山
田
妙
子
（
下

条
小
四
年
）
佐
藤
ゆ
か
り
（
下
条
小

五
年
）
小
海
滝
久
（
川
治
小
五
年
）

大
島
エ
ツ
子
（
新
座
小
五
年
）
須
藤

一
子
（
中
条
小
六
年
）
早
川
優
子

　
　
（
下
条
小
六
年
）

　
小
宮
山
恵
津
子

　
　
（
中
条
小
六
年
）

品
小
杉
み
ゆ
き
（
下

作
条
中
一
年
）
．
内
藤

た
礼
子
（
中
条
中
一

づな
年
）
丸
崖
人
（

こ
南
中
一
年
）
庭
野

賞
幸
子
（
十
日
町
中

金
二
年
）
井
口
幸
子

　
　
（
南
中
二
年
）
藤

　
木
桂
子
（
中
条
中

　
二
年
）
。

申
し
込
み
は

便
所
の
汲
取
り

を
円
滑
に
行
な
う

た
め
、
十
一
月
一

日
か
ら
業
者
へ
の

直
接
申
し
込
み
や

電
話
で
の
申
し
込

み
方
法
か
ら
、
「

ハ
ガ
キ
」
に
よ
り

市
衛
生
セ
ン
タ
ー

ヘ
直
接
申
し
込
む

方
法
に
切
り
か
え

ま
し
た
。

　
「
ハ
ガ
キ
」
は

衛
生
組
合
長
宅
に

あ
り
ま
す
の
で
、

ハ
ガ
キ
で

し
尿
の
汲
取
り

　
W
　
　
裾
…
　
　
鯖

き
ゑ
し
モ
き
ず
ド
ロ

心
噛
｝
、
曝
訟
幽
蟹
w
謝
｛
、

．
幕
　
　
余

　
　
類
斌
蕗
3
終
船
一
雑
藩

　
籔
噺
灘
簿
簿
牌
’
姦
瓢
　
『

　
皿

ぐ
獅
第
鶏
¢
暑
ゆ
齢
　
　
％
柳
萎
w

ゆ
カ
ゑ
ロ
ア
チ
ミ
ロ
ル
が
ゆ
ロ
　
ド

藤
締
．
趣
す
灘
驚
詑
躰
｝
、

ヂ

は

（
　
彰

轍 拾…
鯉

稔裸1多が塗

雛羅、欝霧x

雫
β
斑
指
下
膨
魯
　
　
｛
〉
○
悔
麟
一
窟
纏

望
侮
簿
麟
蜷
鼎

　
も
　
録

汲
取
り
を
希
望
す
る
場
合
は
、
　
「
ハ

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
若
が
え
り

と
、
恒
例
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
体
育
祭

が
去
月
十
七
日
、
千
二
百
人
の
老
人

男
女
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
市
民
体
育
舘
内
で
紅
臼

に
分
か
れ
た
代
表
選
手
が
、
大
玉
送

り
、
ア
ベ
ッ
ク
レ
ー
ス
、
ネ
ズ
ミ
レ

ー
ス
、
宝
さ
が
し
レ
ー
ス
な
ど
に
熱

戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
が
、
選
手

も
応
援
団
も
こ
の
日
ぱ
か
り
は
年
を

忘
れ
て
珍
プ
レ
ー
の
続
出
も
あ
っ
て

終
始
笑
い
と
拍
手
の
中
で
一
日
を
楽

し
く
過
し
ま
し
た
。
な
お
競
技
の
結

果
は
、
紅
組
が
優
勝
し
、
最
後
は
民

謡
踊
り
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
　
【
ふ
う
せ
ん
玉
レ
ー
ス

ノ
ぐ
し難

趣
．
翁
御
寧

笑いと拍手の一日
老人クラブ体育祭

ガ
キ
」
に
所
要
事
項
を
記
入
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
投
か
ん
く
だ
さ
い
。

　
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん

の
汲
取
り
希
望
日
に
汲
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
．
．

◎
ハ
ガ
キ
の
記
人
要
領

①
申
し
込
み
者
住
所
、
氏
名
、
底
号

を
記
入
。

②
汲
取
り
希
望
月
日
（
×
月
、
入
日
か

　
ら
X
月
×
日
ま
で
）
を
記
入
。

⑤
前
回
汲
取
り
月
日
（
日
が
わ
か
ら

　
な
い
場
合
は
月
だ
け
）
を
記
入
。

◎
注
意
し
て
い
た
だ
き
．
た
い

　
嘲
』
と

①
申
し
込
み
は
、
必
ら
す
「
ハ
ガ

　
キ
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
汲
取
り
申
し
込
み
は
「
汲
取
り
希

　
望
日
」
の
十
日
以
上
前
に
お
願
い

　
し
ま
す
。
（
急
に
申
し
込
ま
れ
て

　も

配
車
で
き
ま
せ
ん
。
）

　
な
お
汲
取
り
希
望
月
日
が
降
雪
期

な
ど
に
集
中
し
た
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
希
望
日
前
で
も
汲
取
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
汲
取
り
車
が
わ
伺
い
し
た
際
、

　
「
汲
取
り
お
断
わ
り
」
に
な
っ
た

　
と
き
は
、
他
の
家
庭
に
廻
わ
り
ま

　
す
の
で
、
年
内
に
汲
取
り
で
き
な

　
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
夫
婦
共
稼
ぎ
等
で
、
日
中
留
守
に

　
な
る
家
庭
で
は
、
隣
近
所
の
方
に

　
よ
く
頼
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い

⑥
汲
取
り
料
金
は
、
現
金
で
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
な
お
不
明
の
点
は
、
市
衛
生
セ
ン

タ
ー
「
し
尿
汲
取
り
係
」
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
電
話
番
号
　
口
三
九
二
四
番

　　　　　嘲〆　　　，㎜，　　脚い、　脳F　中騨

　
改
築
さ
れ
た
屋
内
体
育
舘
は
、
鉄

骨
造
り
で
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

面
積
は
全
体
で
六
百
九
平
方
材
、
工

事
費
二
千
四
百
十
二
万
八
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
（
九
十
七
・
二

平
方
厨
）
も
と
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た

お
座
敷
列
車

の
試
乗
会

　
長
野
鉄
道
管
理
局
で
は
、
十
二
月

一
日
、
開
通
を
予
定
さ
れ
て
い
る
高

場
山
ト
ン
ネ
ル
の
完
工
に
ち
な
み
、

十
二
月
中
に
三
回
ほ
ど
、
お
座
敷
列

車
に
よ
る
団
体
旅
行
を
計
画
。

　
こ
れ
に
先
だ
ち
、
去
る
三
十
日
、

森
宮
野
原
駅
か
ら
十
日
町
駅
ま
百
、

お
座
敷
気
分
満
喫
の
試
乗
者

お
座
敷
列
車
の
試
乗
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
試
乗
会
は
、
百
六
十
人
が
参
加
。

酒
を
く
み
か
わ
し
、
う
た
が
で
る
な

ど
お
座
敷
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

「
窓
口
あ
ん
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
全
世
帯
に
配
布

　
市
役
所
へ
の
届
け
出
は
、
た
い
て

い
の
こ
と
が
、
市
民
課
の
窓
口
で
、

す
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民

課
で
は
こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
へ
届
け

る
お
も
な
手
続
き
を
ま
と
め
た
「
窓

灘

口
あ
ん
な
い
」
を
全
世
帯
に
配
布
し

ま
す
。

　
市
役
所
へ
届
け
出
さ
れ
る
場
合
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
「
窓
口
あ
ん
な
い
」
は
市
民

課
へ
届
け
出
る
も

の
、
持
参
す
る
も

の
な
ど
を
ま
と
め

た
便
利
帳
と
い
っ

た
も
の
で
す
。

【
写
真
は
「
窓
口

あ
ん
な
い
」
】

愈鋤輔榊脳

　
　
【
中
条
小
屋
体
】

　
中
条
小
屋
体
が

　
完
成

　
中
条
小
学
校
の
屋
内
体
育
舘
が
完

成
、
去
る
三
日
し
ゅ
ん
工
式
を
行
な

い
ま
し
た
。

隔翻

20

日
に
冬
季
分
校

教
員
研
修
会

　
県
教
育
委
員
会
は
、
冬
季
分
校
教

員
に
研
修
を
行
な
い
指
導
力
の
向
上

を
は
か
ろ
う
と
、
冬
季
分
校
教
員
研

修
会
を
き
た
る
二
十
日
、
八
箇
小
学

校
で
開
き
ま
す
。

　
講
師
は
中
越
教
禽
事
務
所
田
中
管

理
主
事
、
勝
又
地
区
指
導
主
事
な
ど

で
、
教
員
と
し
て
の
服
務
や
学
級
経

営
な
ど
、
教
育
全
般
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
市
内
の
冬
季
分
校
数

は
十
五
力
校
、
児
童
総
数
百
七
十
一

人
、
教
員
総
数
二
十
三
人
で
す
が
、

冬
季
分
校
の
多
い
こ
と
で
は
県
下
一

と
な
っ
て
い
ま
す
。

茅ヤノ
（
問
）

　
国
道
二
五
三
号
線
（
十
日
町
～
六

日
町
間
）
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

冬
期
間
通
行
可
能
に
な
る
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
見
通
し
は
ど
う

で
す
か
。

　
　
　
　
（
本
町
五
丁
目
　
市
民
》

（
讐
）

　
国
道
二
五
三
号
線
（
十
日
町
5
六

日
町
間
）
の
改
良
工
事
は
、
現
在
ま

で
出
来
高
で
お
よ
そ
七
十
％
ほ
ど
完

了
し
て
い
ま
す
。

　
今
冬
の
降
雪
時
ま
で
に
工
事
を
完

了
さ
せ
、
冬
期
間
通
行
可
能
を
目
標

に
懸
命
な
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
た
マ
し
、
道
路
改
良
の
予
算
総
額

四
億
五
、
干
万
円
、
橋
り
ょ
う
工
事
費

（
三
ヵ
所
）
八
千
万
円
、
舗
装
工
事

費
五
千
五
百
万
円
と
天
規
模
な
道
路

改
良
工
事
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
冬

期
間
通
行
可
能
と
な
る
か
ど
つ
か
は

天
候
（
降
雪
時
の
早
い
遅
い
）
に
ょ

り
左
右
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
　
（
十
日
町
土
木
事
務
所
）

シ〃

薙

翻雪1

團

，
Z

詫
煙
を
ム
ず
ね
て

　
オ
コ
シ
ン
サ
マ
（
お
庚
申
様
）

部
落
の
鎮
守
や
旧
道
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
な
ど
に
、
異
様
な
姿
を

し
た
石
像
が
立
っ
て
い
る
。

弓
、
矢
、
宝
珠
、
剣
な
ど
を
持
2
二
眼
六
手
の
青
面
金
剛
童
子
（
し

よ
う
め
ん
こ
ん
ご
う
ど
う
じ
）
で
あ
る
。

　
文
字
碑
を
含
め
る
と
、
一
部
落
に
か
な
ら
す
二
、
三
基
は
あ
り
、

郡
市
内
で
も
っ
と
も
多
い
石
塔
で
あ
る
。
「
か
の
え
さ
る
（
庚
申
）
」

の
日
は
、
六
十
日
ご
と
に
廻
っ
て
き
て
、
一
年
に
六
回
あ
る
の
が
普

通
で
あ
っ
た
か
ら
、
だ
い
た
い
六
戸
の
人
た
ち
が
講
中
（
仲
間
）
を

つ
く
っ
て
却
詣
り
し
た
。
宿
は
順
送
り
で
オ
ツ
ト
メ
を
す
る
の
だ
が

精
進
料
理
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
残
り
の
お
み
や
げ
を
子
ど
も

た
ち
は
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
庚
申
様
は
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
に
渡
っ
て
来
ら
れ
た

と
教
え
ら
れ
、
農
家
に
と
っ
て
は
作
神
様
で
あ
り
商
家
に
と
っ
て
は

金
儲
け
の
神
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
地
方
で
は
江
戸
中
期
に
盛
ん
と
な
り
、
講
中
も
急
に
増
し
て

い
っ
た
が
、
大
平
洋
戦
争
中
か
ら
終
戦
直
後
の
食
糎
難
に
加
え
て
、

戦
後
の
信
仰
心
の
薄
ら
ぎ
な
ど
に
影
響
さ
れ
激
減
し
た
。

　
庚
申
の
年
は
ま
た
六
十
年
に
一
回
あ
る
わ
け
で
、
こ
の
年
は
部
落

中
が
総
出
で
翁
ま
つ
り
を
す
る
。

　
「
庚
甲
の
夜
に
つ
く
ら
れ
た
子
ど
も
は
大
き
く
な
っ
て
泥
棒
に
な

る
」
　
「
庚
申
の
夜
は
人
の
悪
口
吾
っ
て
も
長
起
き
す
る
」
「
庚
申

の
裏
日
（
翌
日
）
は
旅
立
ち
し
て
は
な
ら
ぬ
」
な
ど
の
物
忌
み
も
少

・
な
く
な
く
、
身
を
清
く
も
っ
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。

　
市
内
で
も
っ
と
も
古
い
庚
申
塔
は
、
昭
和
町
の
智
泉
寺
前
に
あ
る

も
の
で
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

信
仰
の
深
さ
を
示
す
た
め
塔
を
百
基
も
並
べ
た
「
百
庚
申
」
が
あ
り

中
村
、
赤
倉
、
漆
島
、
当
間
、
池
沢
、
土
市
、
鉢
部
落
に
残
っ
て
い

る
。
百
庚
申
が
こ
の
く
ら
い
揃
ッ
て
い
る
の
は
、
十
日
町
市
が
県
内

最
高
で
、
学
界
か
ら
も
興
味
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
小
黒
沢
、
二
俣
口
部
落
に
は
四
手
の
庚
申
像
が
あ
り
、
ま
こ
と
に

め
す
ら
し
い
存
在
で
払
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
・
上
　
　
村
　
　
政
　
　
基

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
ト
・
阿
部
十
郎

め
ず
ら
し
く
鳥
帽
子
を
つ
け
て
い
る
庚
申
像
（
野
中
）

一384
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十日町病院　電話（2）3161番
中条病院電話（7）3018番
　十日町電報電話局に総裁表彰
■十日町電報電話局では、このほど信越電気

　通信局管内の業務成績優良局として日本電

　信電話公社総裁から表彰されました。

　　　停電のお知らせ
口11月19日午前9時から午後1時

■八幡～塚田～五軒新田

口U月20日午前9時から正午まで

口旭町裏通り～背戸～峠～島裏通ウ～梅沢

　　、精神衛生相談、

　　気軽においでください

十日町保健所では、専門医による精神衛生相

談を行なっています。

秘密を守りますので気軽においでください。

圏毎月第2水曜日午後1時から午後3時まで

■会場十日町保健所

　　　出かせぎ者にお願い

出かせぎにいかれる方で、まだ出かせぎ労務

者手帳の交付を受けていない方、手帳の有効期

限がすぎている方は至急十日町公共職業安定所

に申し出てください。

　市内硬式卓球選手権大会（個人戦）

口日時ll月22日（日）午前8時30分

■会場市民体育館
■参加料　シングルス　　100円

　　　ダブルス　　　200円
　郡市中学校新人卓球大会の試合結果

■成績（1位のみ）

　中学1年男子　庭野　修（十日町）

　中学2年男子　阿部慎一（南　）

　中学2年女子　水落とめ（下　条）

民俗資料収集のお願い

市教育委員会社会教育課では・市内の民俗資

料及びその他の文化財の収集を行なっています

口不要になった道具類および文

　書類などありましたらご寄贈

ください。

（電話7－31H番）

申し込み期日を延長

住宅金融公庫住宅改良資金

　交通制限のお知らせ

■1け号線本町1～2丁目間道路

　改良工事のため12月10日ま

　で一方通行となります。迂

　回路は本町西線。

■国道253号線十日町橋修理の

　ためH月5日～25日まで片側

あ
知
ら
¢

調
査
結
果

　
地
区
に
よ
っ
て
条
件
そ
の
他
で
若

干
の
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
が
、
主
な

回
答
を
拾
っ
て
み
ま
す
と
、

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
米
生
産
調

整
、
米
価
据
置
き
、
離
農
と
い
っ
た
、

最
近
の
き
び
し
い
情
勢
の
中
で
農
家

が
ど
の
よ
う
に
受
け
、
こ
れ
に
対
処

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
そ
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
、
市
内

全
農
家
に
対
し
て
「
農
業
経
営
に
関

す
る
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

調
査
項
目
は
、
①
現
在
あ
る
い
は
一

今
後
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
の
考
え
【

②
農
業
後
継
者
は
決
っ
て
い
る
か
③
【

こ
れ
か
ら
農
業
を
続
け
て
い
く
う
え
』

で
ど
ん
な
施
策
が
必
要
か
④
現
在
住
L

ん
で
い
る
地
域
を
ど
う
思
う
か
⑤
現

在
、
離
農
、
転
職
を
考
え
て
い
る
か

の
五
項
目
で
、
回
収
率
六
十
六
・
九

％
で
し
た
。
　
　
　
　
　
一

δ
内
容
｝

現
在
あ
る
い
は
今
後
の

農
業
経
営
に
つ
い
て

こ
れ
は
「
農
業
よ
り
他
の
仕
事
に

3
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呂
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9
0
0
呂
匿
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3
5
3
3
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＝
●
9
置
9
口
O
塁
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魯

　
　
め
　
　
の
間

　
　
間
日
西
通
方

．
　
目
o
町
両
一

．
臨
㎜
体
慕

ま
2
ら
線
ま
通

．
㈹
灘
墨

通
H
H
市
た
H

　
田
　
■

田難轟男／昭和46年i・月3旧まで

　　　＜11月行事のお知らせ＞

■社交ダソス講習会29日午後7時

口みんなで唄おう　　26日午後7時30分

■茶道教室　23日、30日

　ホーム休舘日　20日、24日、27日　　　　　≡ヨ
　　　　　　　　　　　　　　1雪　　　えがも　　　の（物一が

　　　　　　　　　　　　　　”の　　　。い一た　　　と一産十策

専
念
し
た
い
」
が
二
十
五
・
二
％
と

最
も
多
く
「
現
在
の
農
業
経
営
に
満

足
」
が
十
六
・
九
％
「
専
業
す
る
」

が
十
六
・
三
％
と
い
う
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
農
業
後
継
者
は
決
，
て

　
い
る
か

　
こ
の
項
目
で
は
「
決
ま
っ
て
い

る
」
が
三
十
六
％
「
決
ま
っ
て
い
な

い
」
が
五
十
三
・
九
％
と
半
分
以
上

が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。　

こ
れ
か
ら
農
業
を
続
け

　
て
行
く
う
え
で
ど
ん
な

　
施
策
が
必
要
か

■
O
爾
1
●
〇
一
■
O
■
O
■
O
●
9
■
■
騨
9
一
”
0
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9
●
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霊
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冨
■
9
9
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0
9
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彫
，
■

　
が
、
十
六
・
玉
％
、
　
「
考
え
て
い
な

　
い
」
が
、
四
十
三
・
八
％
、
　
「
考
え

　
て
い
る
が
出
ら
れ
な
い
」
が
、
十
五

）
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
0
一
騨
曹
己
“
■
■
9
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6
■
り
暉
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，
一
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置
，
1
0
曹
0
騨

　
　
　
　
　
ノ

半
分
以
上
が
，
あ
と
つ
ぎ
な
し
”

　
　
　
市
農
委
の
農
業
経
営
意
向
調
査

　市営住宅入居補欠者を募集

■受付期間　II月24日（火）～H月30白（月）

■受付場所　市社会福阯事務所

■入居時期および対象住宅

　市営住宅について、空家になりしだい入居　蕪

　していただきます。　　　　　　　　　　　，．
　　　　　　　　　　　　　　認が当ら■くわしいことは市社会福祉事務所におたず　ii⊇薦紮喜

　ねください。　　　　　　　　　　　　　　　　轟　午：所と♪穫

留
撫

覇
婁

■住宅金融公庫住宅改良資金の申し込み期日

　をH月30日まで延長します。

口希望者は住宅金融公庫取扱い銀行へどうぞ。

　　　　＜11月の行事＞
■市内青年学級研修旅行　　（御殿場）

　21日、22日、23日、国立青年の家

口運営委員、館長会合同会議24日午前9時

一年賀ハガキは12月22日までに一

年賀ハガキの差出し期間は、12月15日

からロ月28日です。年賀ハガキを元旦に

届けるには、遅くとも12月22日までに郵

便ポストに投かんください。

なお、小包の差し出しは12月15日まで

にお願いします。年の暮れがせまってか

ら差し出されますと、年賀便郵と重なっ

て年内配達がむずかしくなります。

　　　　　　（十日町郵便局）

　
「
考
え
て
い
る
が
、
出
な
い
」
が
三
十
三
・
二
％
と
な
っ
て
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

と
答
え
た
な
か
で
、
「
適
お
り
、
山
間
地
帯
で
は
、
わ
す
か
の
う
結
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
▽
。

職
が
み
つ
か
ら
な
い
」
　
田
畑
で
、
こ
れ
以
上
の
経
営
拡
大
の

四
・
五
％
、
「
資
金
が
余
地
も
な
く
、
仕
方
な
く
農
業
を
続

一
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
”
聾
”
”
”
”
騎
”
一
”
”
”
”
縮
一
陥
鰭
”
”
”
”
”
“
”
”
”
”
”
”
”
”
“
彫
蝶
舗
絡
舘
”
”
嬰
論
”
“
”
”
”
”
”
一
”
”
”
”
”
”
”
器
”
器
”
”
”
一
”
”
器
罷
”
”
”
”
箕
”
”
弱
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
　
　
　
　
私
ま
、
こ
の
村
を
な
ん
で
出
て
い
を
す
れ
ば
、
す
み
よ
い
村
に
な
る
と

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
／
　
　
　
り
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
．
膳
　
　
く
の
カ
、
ふ
し
ぎ
で
　
お
ぱ
あ
さ
ん
思
い
ま
す
　
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
村

　
　
　
　
　
　
薯
　
　
　
　
　
ろ
　
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
を
出
て
い
く
人
も
な
く
な
る
で
し
ょ

礁
糞
け
継
糎
冨
帥
縫
鶴

■
鯛
鷲
き
　
鑓
矧
て
い
舞
欝

　
私
の
す
ん
で
い
る
慶
地
は
、
三
十
　
　
私
は
、
い
く
ら
店
も
な
い
、
こ
ん
ま
、
ス
モ
ッ
グ
な
ど
の
公
害
で
大
変

四
戸
し
か
な
い
部
落
で
す
。
　
　
　
　
な
小
さ
な
村
で
も
、
み
ん
な
が
一
生
よ
ご
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
は
四
士
月
以
上
も
あ
っ
た
の
懸
命
に
力
を
合
わ
せ
、
田
畑
を
開
拓
　
　
公
害
に
よ
っ
て
人
の
住
む
と
こ
ろ

で
す
が
、
次
第
に
少
な
く
な
っ
て
き
し
た
り
、
道
路
を
よ
く
し
た
り
、
冬
が
せ
ま
く
な
る
の
は
よ
い
こ
と
で
は

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
自
動
車
が
通
れ
る
よ
う
に
努
力
あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
害
の
あ
る
大
都

◆

？
（
　
㌧ ¢

妬

些

ば
、
す
み
よ
い
村
に
な
る
と
会
の
人
た
ち
が
、
こ
ち
ら
に
移
っ
て

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
村
く
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

い
く
人
も
な
く
な
る
で
し
ょ
　
　
そ
し
て
若
い
人
達
も
村
に
残
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
な
れ
ば
、
さ
び
し
い
こ
の
山
地

い
う
努
力
を
し
ょ
う
と
し
な
の
村
も
に
ぎ
や
か
に
な
る
で
し
ょ

会
に
で
て
い
き
た
が
る
若
い
う
。
お
か
あ
さ
ん
は
「
こ
ん
な
山
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
、
い
つ
か
、
い
い
こ
と
が
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
て
や
」
と
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
も
早
く
、
み
ん
な
が
出
て
い
か

六
年
　
　
　
　
　
　
な
い
で
す
む
よ
う
な
、
す
み
よ
い
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
し
い
村
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

出
　
い
ず
み
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ま
す
。
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種 痘　接 種　　及 ぴ　検　診

実施区域 接種月日 検診月日 接種時間 検診時間
　　，　
場　　所　 対象者

田町地区 11月17rl
后1130～2：00 遡11月mH

及び1聯地区一部
｛火）

后2：10－2：40
　　　　　1接種した名
市民体育館1

前9；30～9：45 前9130～9140 馬場小学校 H一一

※ 11月17日

　Uo

11月24日

　㈹
前10：00－10：30 前9；50～10110 水沢小学校

←
前10：40～11110 前10：20～10：40 川治小学校

后1：30～1：45 后1130－1：40 新座小学校 3期
埜，，罰

11月18日 U月25［1 后2：00～2：15 后1；50－2100 大井田小学校

中　条
！6靴

㈹ ㈱ 后2130－2145 后2：10－2；20 中条小学校
下ヶ！

宋 后3100－3120 后2：30～2：40 下条小学校

＿＿一．一前g100～9110 前9100～9：10 大池小学校

十日町山地 前9：20～9：30 前g：20～9130 赤倉分校
11日19口 11月26日 前10：00～10；10 前10：00～10；10 軽沢分校 1、2、3期

一 ㈲ ㈱ 前10：40～11：00 前10：40～10150 飛一小学校
中条山地

前11：15－11：30 前11110～11：20 飛二小学校

中条平場 前9：30～9：45 前913－9；45 中条公民館 1、2期

前10：00～10：10 前10：00－10110 東下組小学校 ，1、2．3期

下条全区
11月20日 11月27日 前10130－11100 前10130－10：50 下条出張所 践2期

㈹ ㈹ 后1：30－1：50 后1：30～1；45 鉾田小学校

后2100－2：10 后2：00～2：m 名ケ山小学校

b

一
目 田地区

后2：30－2145 后2：30～2145 真田小学校
1．2、3期

后3：⑪～3’30 后3：00－3：20 鐙島小学校

保

（
対
象
者
の
期
別
）
　
　
　
　
　
　
　
　
日
5
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
ま

二
期
昭
和
四
十
四
年
七
月
一
　
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
来
年
小

　
日
ー
昭
和
四
十
四
年
八
月
三
十
　
　
学
校
へ
入
学
す
る
者

　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
　
　
　
●
三
期
小
学
校
六
年
生

・
二
期
昭
和
三
十
九
年
四
月
二

」～

　
【
注
意
】

　
小
中
学
生
以
外
の
方
は
、
接
種
会

場
に
お
い
で
の
と
き
、
必
ら
す
健
康

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

会
場
が
こ
み
あ
い
ま
す
か
ら
、

接
種
代
金
は
、
つ
り
銭
の
い
ら

ぬ
よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

実施区域 実施月　日 時　　　　間 場　　　　所 対　象　者

十　H　町　山　地

后1 ：30～2：00 大池小学校

イ 騰≡馨 隷緩 児童及ぴ一般申
与「』

12月21i ’

吉田小学校
し込み者

ル　i ㈱ 繍≡ii捌
吉田中学校

エ1
1’　m　地　区

后2：50～3；201 名ヶ山小学校 中牲と樽沢小泉郎落

ン1

ザ

II

　后3

迦
　　　　r：35～4：0UI　真田小学校
1。一蕎詣鐙刷、学校

耐慕π 耐 12q3日
一・

剛9：30～10：30 馬場小学校

般申し込み者

接 困 陥
剛 10：45～11145 水沢出張所種

田町平場と川Ill地iぐ・詔！

　　　
后2；45～3：45　　市
　　　　　一

役　　所

川lrl地区卜都を除く！ 12月4日 　’后1130～2：30し 川治公民館
南中学校生徒 ㈹ 1

卜
前10140～ 南　中　学　校 中学生のみ

一
回

中　条　平　場 【 前9130～10130 中条小学校
目 新　座　地　ズ

12月8“

　㈹

前9：30～10：3（♪ 新座小学校
児童及び一般申し込み者

大井田地区 r　註r』1〔）：40～11：40 大井田小学校
（中条中学生を除く1

十日町平場一部 后1：3（〕～3：00 市民体育館 一般申し込み者

十　日　町山地
后1：30～2：00 大池小学校

児童及び一般中し込み者

后2：45－3100 赤　倉　分　校

イ
ン

后3130～3：45 軽　沢　分　校

フ

古　lu　地　区

12月9H 后1：30～2100 吉田小学校
ノレ

㈱ 后2：10～2140 吉田中学校 中学生と樽渕唄部落

工 后2：50～3：20 名ケ山小学校
ン
ザ
．

后3：35～4：00 真田小学校
予 后4：10～4：50 鑑島小学校
防

水　沢　平　場
12月10日 前9：30～10130 馬場小掌校

一般申し込み者

閃
接
種

（栢
前10：45～11：45 水沢出張所

†H町荊　川地区部 后2；45～3：45 市　　役　　所

”1一地凶部ヰ除　） 12月11日 后1：30～2：30 川沽公民館
縦 前10：40～ 南　中　学　校紅上＿史学生のみ肇讐撃矧

前9130～10：30 中条墜竺」 児竈及ぴ般申し込ノ堪
目 新　座　地　区 1：30－1吐）：3（》 契編鑛1

大片田　地区 1コlj15日
縢：一11：r

（中粂中学生を除（1

＋H町平場部1 （萄

1：30～3：00 市民体青館

一385一


